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列車内は、こちらが心配になるほどガラガラ 

露爾 
1 結鼻北津軽郡金木町夫字芦野 
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津
軽
鉄
道
の
歩

み
 

学生さんが通学した後は、ずっとこの状態 
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津
軽
北
部
の
生
活

基
盤
と
し

て
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
運

行
し
続
け
て
き
た
津
軽
鉄
道
が
今
廃
線
に
も
な
り
か
ね
な
い

非
常
な
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
 

津
軽
鉄
道
は
、
昭
和
五
年
七
月

に
、
五
所
川
原
→
金
木
間
十
二

・

七
』
で
運
行
を
開
始
し
、
同
年
十

一
月
、
現
在
の
中
里
駅
ま
で
の
一
一

〇
・
七
届
が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
六
十
三
年
間
に
わ
た
り

金
木
町
を
は
じ
め
五
所
川
原
以
北

住
民
の
足
と
し
て
通
勤
、
通
学
、
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津
軽
鉄
道
が
廃
線
つ
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買
い
物
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
は
ス
ト
ー
ブ
列
車

に
起
因
し
て
観
光
や
イ
ベ
ン
ト
の

名
物
列
車
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
 

現
在
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
運
行
で

す
が
開
業
当
時
か
ら
昭
和
二
十
年

代
初
期
頃
ま
で
は
蒸
気
機
関
車
。
 

こ
の
頃
は
、
一
一等
、
三
等
車
両
を
設

け
た
り
貨
物
部
門
も
最
盛
期
で
昭

和
四
十
年
頃
ま
で
順
調
な
経
営
状

態
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
 

年
々
高
騰
す
る
経
費
に
比
べ
、
利

用
客
の
横
ば
い
状
態
が
以
後
十
年
 
 間

続
き
昭
和
四
十
九
年
度
の
二
百

五
十
六
万
六
千
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
。
平
成
五
年
度
に
は
百
万
人
を

割
り
九
十
五
万
八
千
人
に
落
ち
こ

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
経
営
状
態

も
利
用
客
に
比
例
し
、
料
金
改
正

年
度
以
外
は
全
て
赤
字
。
平
成
五

年
度
決
算
で
は
料
金
改
正
を
し
て

も
二
千
百
三
十
四
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
 

大
き
な
課
題
 

赤
字
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
利

用
客
の
減
少
は
、
沿
線
自
治
体
の

人
口
減
少
と
自
家
用
車
の
普
及
な

ど
社
会
的
要
因
が
強
く
、
国
に
お

い
て
は
公
共
性
を
重
視
し
、
全
国

の
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
に
対
し
て
欠

損
補
助
を
し
、
津
軽
鉄
道
の
場
合

も
昭
和
五
十
年
か
ら
国
、
県
の
補

助
金
を
得
な
が
ら
企
業
努
力
を
重

ね
運
行
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
欠
損
補
助
は
、
経
営

改
善
に
つ
な
が
ら
ず
、
バ
ス
転
換

も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
平

成
五
年
度
か
ら
国
の
補
助
打
切
り

の
意
向
が
示
さ
れ
全
国
の
ロ
ー
カ

ル
線
を
対
象
に
次
々
実
施
。
弘
南
 
 

(
 

鉄
道
は
平
成
五
年
度
で
、
津
軽
鉄

道
も
平
成
六
年
度
と
明
言
さ
れ
事

態
が
急
変
。
現
在
、
五
所
川
原
市
、
 

中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
を
含

め
た
津
軽
鉄
道
活
性
化
協
議
会

（
 

会
長
廿
佐
々
木
五
所
川
原
市
長
）
 

で
は
県
、
津
軽
鉄
道
株
式
会
社
と

一
体
と
な
っ
て

一
年
で
も
長
く
補

助
を
継
続
し
て
も
ら
う
糸
口
を
探

り
昨
年
十
ニ
月
、
津
軽
鉄
道
の
存

続
を
目
的
に
運
行
維
持
活
性
化
調

査
の
委
託
や
津
軽
鉄
道
に
対
す
る

固
定
資
産
税
免
除
を
は
じ
め
、
平

成
六
年
度
か
ら
は
活
性
化
事
業
と

し
て
記
念
乗
車
券
の
発
行
、
体
験

乗
車
、
開
業
六
十
五
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
対
す
る
助
成
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

年
間
約
二
千
万
円
の
赤
字
と
、
 

県
、
国
か
ら
の
補
助
打
切
り
、
さ

ら
に
車
両
の
老
朽
化
に
よ
る
更
新

な
ど
今
以
上
の
経
営
困
難
に
直
面

す
る
年
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い

ま
す
。
解
決
策
が
行
政
支
援
の
ほ

か
利
用
客
増
嵩
に
あ
る
以
上
、
津

軽
鉄
道
の
廃
線
と
い
う
最
悪
の
事

態
に
備
え
て
「
私
た
ち
の
交
通
機

関
だ
」
 
とす
る
マ
イ
レ
ー
ル
意
識

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

平
成
三
年
に
は
「
が
ん
ば
れ
津

軽
鉄
道
応
援
隊
」
 
（
会長
廿
角
田
 

周
）
も
組
織
さ
れ
イ
ベ
ン
ト
列
車

に
よ
る
利
用
客
の
増
を
目
指
し
て

い
ま
す
が
、
毎
日
の
ち
ょ
っ
と
し

た
利
用
の
積
み
重
ね
に
は
か
な
い

ま
せ
ん
。
四
季
を
通
じ
て
定
刻
に

発
車
を
繰
り
返
す
鉄
道
を
存
続
さ

せ
る
た
め
に
み
ん
な
で
利
用
し
、
 

最
悪
の
事
態
を
ま
ぬ
が
れ
た
い
も

の
で
す
。
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堅実な太宰人気 

第46回桜桃忌にフアンが全国から 

二
百
人
参
列
 

六
年
十
九
日
、
冷
た
い
風
の
吹

く
中
、
芦
野
公
園
内
登
仙
岬
に
あ

る
太
宰
碑
前
に
は
、
県
内
外
か
ら

の
フ
ァ
ン
や
関
係
者
約
二
百
人
が

訪
れ
第
四
十
六
回
桜
桃
忌
が
し
め

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

献
花
で
は
田
中
町
長
が
 
「モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
の
設
立
な
ど
金
木
町
で

の
太
宰
関
係
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
己
と
挨
拶
。
太
宰
フ
ァ
ン

に
は
嬉
し
い
言
葉
と
な
り
ま
し
た
。
 

小
説
「津
軽
」
 

が
五
十
歳
 

太
宰
の
長
女
で
津
島
園
子
さ
ん

が
「

『津
軽
』
が
世
に
出
て
今
年

で
五
十
年
が
す
ぎ
ま
し
た
。
今
も

な
お
こ
う
し
て
、
太
宰
の
小
説
が

愛
さ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
を
嬉
し

く
思
い
ま
す
い
と
お
礼
の
言
葉
を

延
べ
「
県
内
で
本
格
的
な
太
宰
展

が
開
け
る
よ
う
に
、
母
の
元
気
な

う
ち
に
資
料
を
整
理
し
て
お
き
た

い
い
と
決
意
を
披
露
し
、
太
宰
の
 

「家
庭
の
幸
福
」
の
生
原
稿
を
寄

贈
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
 

東
京
か
ら
駆
け
つ
け
た
四
十
八

歳
の
男
性
は
 
「私
が
中
学
二
年
に

太
宰
の
小
説
に
出
会
い
フ
ァ
ン
に

な
り
ま
し
た
。
桜
桃
忌
に
参
列
し

て
今
年
で
二
年
目
。
来
年
も
来
て

し
ま
う
ん
で
し
ょ
う
ね
い
と
、
う

れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

太
宰
を
し
の
ぶ
 

引
き
続
き
午
後
三
時
か
ら
会
場

を
斜
陽
館
に
移
し
、
し
の
ぶ
会
が

開
か
れ
金
木
高
等
学
校
二
年
生
の

新
岡
麻
子
さ
ん
と
、
三
上
涼
子
さ

ん
に
よ
る
 
「津
軽
」
の
朗
読
や
そ

れ
ぞ
れ
の
太
宰
の
想
い
出
を
語
り

合
い
ま
し
た
。
 

 

郷
土
の
作
家
太
宰
治
が
東
京
玉
川
上
水

に
投
身
し
て
か
ら
四
十
六
年
が
た
ち
ま
し

た
。
そ
し
て
、
太
宰
が
生
ま
れ
育
っ
た
金

木
町
の
土
地
や
人
を
綴
っ
た
小
説
『
津
軽
』
 

が
世
に
出
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
五
十
年
。
 

今
も
な
お
太
宰
人
気
は
変
わ
ら
ず
続

い
て

い
ま
す
。
 

 

難麟ご！ーーて声～ 
お礼の言葉を述べる津島園子さん 

と
名
川
町
の
さ
く
ら
ん
ぽ
娘
二
人

が
、
太
宰
の
好
物
で
あ
っ
た
サ
ク

ラ
ン
ボ
を
供
え
ま
し
た
。
参
加
者

は
園
子
さ
ん
ら
に
続
き
バ
ラ
や
シ

ャ
ク
ヤ
ク
の
花
を
献
花
し
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。
 



8月は電気使用安全月間 
夏場は疲労から注意力が散漫となリがちのうえ、発汗によ

って人体の電気抵抗が小さくなっているため、感電すると他

の季節よリも危険です。感電事故を起こしてから「あの時さ

わらなければ…」 「なぜアースをつけなかったのか・・・」 など、 

あとで悔やまれることが多いものです。 

ところで全国の感電災害は、夏場の7 月から 9 月の 3か月

間に集中しています。この点から毎年8 月に通商産業省の主

唱のもと 「電気使用安全運動」 が全国一斉に行われます。 

『 「電気安全」 あなたとわたしの愛ことば』 みんなで電気の

取扱に注意しましょう。 

主唱通産省 電気使用安全月間 
B月1日●31日 

「電気の安全」 
あなた（とわたしの愛ことば （財）東北電気保安協会 

良い電気設備で
安全に 

正しく使って
明るい暮らし 

四 三 ＝ 

位位イ立 へ
 

町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
無
事
完
走
 

久
し
ぶ
り
の
蒸
し
暑
い
六
月
一
一

十
五
日
、
金
木
高
等
学
校
を
発
着

点
と
す
る
、
第
十

一
回
町
民
健
康

了
フ
ソ
ン
大
会
、
兼
青
森
県
民
駅

伝
競
争
大
会
選
手
選
考
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

町
内
に
居
住
又
は
勤
務
し
て
い

る
、
小
学
生
か
ら

一
般
男
女
ま
で

昨
年
を
は
る
か
に
上
回
る
二
百
七

十
名
が
参
加
。
 

昨
年
ま
で
小
学
校
低
学
年
は
、
 
 

陸
上
ト
ラ
ッ
ク
で
し
た

が
、
本
大
会
か
ら
小
学

生
か
ら

一
般
ま
で
町
道

に
出
て
の
コ
ー
ス
で
、
 

順
次
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

ス
タ
ー
ト
合
図
直
後
転

倒
す
る
子
が
続
出
し
ま

し
た
が
、
応
援
に
駆
け

つ
け
た
父
母
の
、
沿
道

か
ら
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
付

の
大
声
援
に
答
え
る
か

の
よ
う
に
全
員
完
走
し

ま
し
た
。
 

一
般
の
部
で
は
、
第

二
回
目
と
な
る
 
「青
森

県
民
駅
伝
競
争
大
会
」
 

の
選
手
選
考
会
も
兼
ね

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
白
熱
し
た

走
り
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
し
た
。
 

上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
、
 

⑥
小
学
校
低
学
年

（
男子
）
1
』
 

一
位
 
荒
井
 
達
哉
（
川
倉
小
）
 

一
一位
 
川
嶋
 
康
弘
（
金
木
小
）
 

三
位
 
今
 
泰
人
（
喜良
市
小
）
 

⑥
小
学
校
低
学
年

（
女子
）
1
』
 

一
位
 
津
田
 
沙
織
（
嘉
瀬小
）
 

一一位
 
浅
利
 
麻
衣
（
川
倉
小
）
 

「
一位
 
飯
塚
 
緑

（
嘉
瀬小
）
 

⑥
小
学
校
高
学
年
（
男
子
）
2
』
 

一
位
 
生
玉
 
顕

（
金
木小
）
 

一
一位
 
松
川
 
剛
大
（
嘉
瀬小
）
 

「
一
位
 
木
村
 
公哉
（
金
木
小
）
 

⑨
小
学
校
高
学
年
（
女
子
）
1
面

一
位
 
今
 
友
花

（
嘉
瀬小
）
 

ニ
位
 
鳴
海
美
代
子
（
嘉
瀬小
）
 

一」
位
 
中
谷
 
香
織
（
川
倉
小
）
 

⑨
中
学
校

（
男
子
）
4
而
 

一
位
 
棟
方
美
暢
（
金
木南
中
）
 

ニ
位
 
原
田
雅
仁
（
金
木
南
中
）
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
親
睦

を
深
め
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
と
共

に
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
体
力

作
り
を
目
的
に
「
第
十
六
回
北
郡

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
 
が六
月
十

六
日
あ
し
の
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
北
郡
六
町
村
か
ら
三

十
六
チ

ー
ム
二
百
十
六
人
が
参
加
。
 

日
頃
か
ら
の
練
習
で
培
っ
た
大
、
 

小
の
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
 
勝
 
板
柳
町
 
洗
心
会
 

三
位
 
今
 
正
秀
（
金木
南
中
）
 

＠
中
学
校

（
女子
）
3
』
 

一
位
 
小
山
内
良
恵
（
金
木
中
）
 

一
一
位
 
荒関
 
香
織
（
金
木
中
）
 

三
位
 
佐
野
 
仁
美
（
金
木中
）
 

⑥
一
般
（
女
子
）
1
面
 

一
位
 
斎
藤
真
紀
子

（
金
木
）
 

二
位
 
花
田
 
供
子
（
川
倉
）
 

」
一位
 
白
川
 
詔
子

（
金
木
）
 

＠
高
校
・

一
般
男
子
5
』
 

一
位
 
三
上
 
洋
昭

（川
倉
）
 

一一
位
 
奈良
 
岳
薫
（
金
木高
）
 

」
一
位
 
乗田
博
志
（
五
所川
原
）
 

市
浦
村
 
吉
野
 

鶴
田
町
 
菖
蒲
川
 

金
木
町
 
金
木
チ
ー
ム
 

⑤ 広報かなき mmmHHI 	 

ー斉 に ス タ ー 

青
空
の
下
で
心
地
良
い
汗
 ゲートインしてくれよ～ 



第6回 

「さつき盆栽展」 

沢田委員が全国人権 

擁護委員連合会長表彰 

町をきれいにしましよう 

六
月
十
八
・
十
九
日
の
二
日
間
、
 

さ
つ
き
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

金
木
盆
栽
会
が
、
金
木
町
商
工
会

館

一
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
 
「第
 
 六

回
さ
つ
き
盆
栽
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
 

こ
の
日
展
示
さ
れ
た
の
は
、
金

木
盆
栽
会
の
会
員
が
永
年
丹
精
込

め
て
育
て
た
色
と
り
ど
り
の
さ
つ

き
の
盆
栽
な
ど
五
十
鉢
ほ
ど
で
、
 

訪
れ
た
お
客
さ
ん
は
、
花
の
香
り

を
楽
し
ん
だ
り
眺
め
た
り
大
好
評

で
し
た
。
中
に
は
、
展
示
会
を
知

ら
ず
に
通
り
が
か
っ
た
人
も
華
や

か
さ
に
つ
ら
れ
入
場
し
て
く
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。
 

見
に
来
て
下
さ
っ
た
方
に
、
さ

つ
き
の
苗
木
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
、
 
「大
切
に
育
て
な
き
ゃ
い
と

会
員
の
方
に
育
て
方
の
質
間
を
す

る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
 

多
年
に
わ
た
り
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
国
民
の
人
権
擁
護
と
人

権
思
想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ

た
功
績
に
よ
り
、
沢
田
薫
さ
ん
が

六
月
三
日
の
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
総
会
及
び
青
森
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
総
会
で
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
長
表
彰
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
 

こ
一
ロ
、
都
合
で
欠
席
と
な
っ

た
沢

m
さ
ん
は
後
日
、
役
場
町
長

室
で
の
う
れ
し
い
表
彰
状
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
 

◇
空
き
缶
・
 

紙
ク
ズ
を
清
掃
 

六
月
二
十
五
日
金
木
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会

（
会長
廿
木
村
不
一
一

男
）
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
事
業

の
一
環
と
し
て
、
町
内
全
域
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。
 

清
掃
は
、
町
内
の
主
要
道
路
に

沿
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
が
こ
の
日

は
、
早
朝
か
ら
強
い
雨
に
見
舞
わ

れ
、
参
加
者
は
雨
カ
ッ
パ
を
持
参

し
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
 

今
回
も
捨
て
ら
れ
て
間
も
な
い

新
し
い
空
き
缶
や
、
紙
ク
ズ
な
ど

マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
っ
て
い
ま

し
た
。
 

◇
キ
ャ

ン
プ
場
 

草

刈
 
り
 

ま
た
、
金
木
老
人
ク
ラ
ブ
養
寿

会
で
は
、
六
月
二
十
六
日
、
二
十

九
日
の
二
日
間
老
人
ク
ラ
ブ
の
事

業
の
一
環
と
し
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
の
草
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
キ
ャ
ン

プ
は
絶
好
の
季
節
で
す
。
皆
さ
ん

に
、
き
れ
い
な
ギ
ャ
ン
プ
場
を
使

い
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
、
 

辺
り
一
面
に
生
え
た
雑
草
を
あ
っ

と
い
う
間
に
刈
り
取
っ
て
い
ま
し

た
。
 

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
ご

苦
労
様
で
す
。
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あ
な
た
の
善
意
が
観
葉
植
物
に
H
一
 

日
頃
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

て
い
る
寄
附
金
の

一
部
で
観
葉
植

物
を
五
月
二
十
六
日
あ
し
の
園
に
 

六
月
十
日
に
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ

ア
ホ
ー
ム
に
各

一
鉢
づ
つ
寄
贈
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

長身の観葉植物 

寄
贈
に
は
、
田
中

町
長
と
寄
附
者
の
代

表
と
し
て
郵
便
局
長
 

（
棟
方
亮悦
）
が
訪

間
。
あ
し
の
園
、
サ

ン
ト
ピ
ア
の
関
係
者

は
突
然
の
プ
レ
ゼ
、
／

ト
に
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
 

(
 

一
 

(
 

一お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

ー
 

ー
 

ク
園

芸
教

室
ガ
 
（
 

一
 
一
 一

 
一
報
鞄
 

無
）
藍
器

錠
 

一
 

（
「
；
 
ジ
編
γ

二
書
警
ー

ー
ー
加
」
紙
 
二
十

一
人●
 初
歩
的

一
 

一
 

一
 
軸
議
鼻
勲
熱
“
襲
一
 

一
、
肩

醸
 
鍵

驚
籍
一
 

一
 
ー
《
 

一
；
 
郵
／
 
，

】
 
の
肥

料
の
入
れ
方
や
一

一
 

1
 

1
一
『
「（
譲
嘱
一
一
 
国
 

鉢
の
植
え
替
え
、
勇
一
 

一
 

定
方
法
な
ど
勉
強
し
て
い
ま
す
。
 ー
 

ー
メ
斬

α
一
壱
 
「

肥
料
を
与
え
す
ぎ
た
り
、
植
え
一

一
 
咲
か
せ

ま
し
よ

ーつ
 
替

え
時
期
や
方
法
を
間
違
う
と
枯
一

一
 

れ
て
し
ま
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
花
一

一
 
趣
味
が
こ
う
じ
て
い
つ
の
間
に
 
が
咲
い
た
り
、
上
手
く
勇
定
出
来

一

一
か
植
木
、
盆
栽
が
千
鉢
あ
る
と
い
 

た
時
は
、殊
の
外
嬉
し
い
ん
で
す
い

一
う
講
師
の
山
本
さ
ん
。
こ
の
噂
で
 
と
山
本
さ
ん
。
 

一
「教
室
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
 
園

芸
に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

一

一
の
声
が
掛
か
り
、
園
芸
教
室
（
講
 

一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
 

一

一
師
廿
山
本
善
蔵
）
が
始
ま
っ
て
今
 

一

一
年
で
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

電
話
五
一
一ー
三
七
四
五
一

一
 
去
年
ま
で
は
、
会
貝
は
男
性
だ
 

事
務
局
 
白
川
 
常
正

一
 

津
軽
北
部
広
域
事
務
組
合
で
は
、
 

六
月
二
十

一
日
、
消
防
本
部
大
会

議
室
に
お
い
て
、
救
命
率
の
向
上

を
目
的
と
し
た
、
管
内
で
始
め
て

の
『
普
通
救
命
講
習
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
 

講
習
は
、
応
急
手
当
の
重
要
性

か
ら
始
ま
り
、
応
急
手
当
の
対
象

者
と
そ
の
必
要
性
、
基
礎
実
技
の

救
命
に
必
要
な
応
急
手
当
で
は
心

肺
蘇
生
法
と
止
血
法
を
行
い
ま
し
 
 

い
た
は
ず
で
す
。
 

こ
の
普
通
救
命
講
習
は
、
手
を

差
し
伸
べ
て
く
れ
る
人
を
養
成
す

る
講
習
で
す
。
個
人
、
団
体
で
も

結
構
で
す
の
で
地
元
の
消
防
署
に
 

た
。
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
是
非
と
も
受
講
 

平
成
五
年
中
、
金
木
町
、

中
里
 
し

て
救
命
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

町
、

市
浦
村
、
小
泊
村
の
組
合
管
  

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

内
の
救
急
出
動
件
数
は
、
約
七
百
  

ま
た
、
今
回
参
加
し
た
金
木
幼

件
で
そ
の
う
ち
心
肺
蘇
生
を
必
要
 
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

ー
名
、

嘉

と
し
た
傷
病
者
は
三
十
人
あ
り
ま
 
瀬
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
三
名
、

嘉
瀬

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
一
人
も
 
婦
人
消
火
ク
ラ
ブ
四
人
が
こ
の
講

助
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
救
急
車
 
習
を
修
了
し
、
救
命
技
能
を
有
す

が
、

現
場
に
到
着
す
る
前
に
そ
ば
  

る
こ
と
を
認
定
す
る
修
了
証
を
交

に
い
る
誰
か
が
手
を
差
し
伸
べ
て
 
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

い
れ
ば
助
か
っ
て
い
た
傷
病
者
が
 

⑦ 広報かなぎ旧川川I'll"' 

一
 雷
 
ぷ
熱
じ臨
姦
舞
競
「
一
 

ー
 
メ
 
ー

鍵
婆
 
夢
 
か
 

て
く
れ
る
の
が
嬉
し
一
 

一
 

園
 

戸
」
げ
『
 声
 
」
 的

な
こ
と
ま
で
教
え
一
 

園芸教室のみ 

第

一
か
ら
第
三
の
水

一
 

一
～
，
事
麟
お
 
舞
零

盆
栽」
一
 

『普
通

救
命
講

習
』
を
 

受
講
し

て
み

ま
せ
ん

か
？

・
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★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央
公
民
 

館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま
す
。
 

(
T
E
L
5
31
3
5
8
1
)
 

ま
た
、
お
二
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪
華
桐
 

箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。
 

，
か
谷
ぎ公
民館
 

ブ
ラ
イ
ダル
情
報
 

亙41フPy Wedding 

   

1994.6.12 

新郎 今 昭広さん（喜良市） 

新婦 荒井真理子さん（金 木） 

1994.6.18 

新郎 葛西 光敏さん（金 木） 

新婦 大山 治子さん伍所川Jii) 

 

   

この度めでたく「かなぎ公民館ブライダル 」 （企画・進行＝= 

事務局「金木町中央公民館」）によりカッ プルとなられた方 

々をご紹介いたします。 

凡喝乎 c)0巨＆。っ 

●ハンバーグの 
きのこソース煮込み 

材 料（ 4 人うチ） 

鶏のひき肉 	 280 g 
玉ねぎ 	 120 g 
油 	 6g 
生パン粉 	 24 g 
牛学L 	 40g 
卵 	 60g 
塩 	 2.4g 

こしょう 	 少々 

油 	 20 g 

椎茸（薄切り） 	 80 g 

しめじ（小房に分ける） 	80 g 

えのき茸（根を取り2等分に切る）80 g 
ウスターソース 	 20g 

ケチャッフp 	 40g 
作り方 

①みじん切りにした玉ねぎをフライパ 

ンで妙めておく。 

②鶏ひき肉に、妙めた玉ねぎ、生パン  

粉、卵，牛乳、塩、こしょうを入れ、 

よくこね 4 個にまとめる。 

③（ユ）で使ったフライパンに油を足し、 

良く熱し、ハンバーグを焼く。 

④両面こんがりと焼き色がついたら、 

水、ケチャップ、ウスターソースを 

入れ煮込む。 

⑤最後にきのこを入れる。 

＠廃棄物 

玉ねぎの皮、椎茸の石づき、えのき 

茸の根、卵の殻。 

＠環境への配慮 

●フライパン 1個しか使わない 

●ハンバーグを焼くときに出る汁も

ソースとして使ってしまう。 

●ウ・ア・ラ・ネージコ． 

材 料（ 4 人分） 

40 g 
20 g 

200 g 

8g 

ペパーミント 	 4g 
作り方 

①卵白を泡立て粉さとうを 2 -3回に

分けて加え、さらにピンと立つ状態

までしっかりと泡立てる。 

②80-90でに保った湯の中に、①を丸

く形作って入れ、上下を返しながら、 

5分煮立ったら取り出し、水気を切

って1令しておく。 

③牛乳にさとうを溶かし、ペパーミン

トで’香りをつけ、冷しておく。 

④やや深みのある器に③を入れた上に

②を置いて、さらにペパーミントの

葉を飾りにのせる。 

＠廃棄物 

●卵の殻。 

＠環境への配慮 

●卵白だけ、残った時の利用のしか

た。 

今回は人にも環境にもやさしい一品。 

皆さんもどうぞお試し下さい。 

、つ
 

ン
」
 
』つ

白

さ
乳
と

卵
粉
牛

さ
 

食
生
活
改
善
推
進
員
 

会
長
 
青山
ユ
キ
さ
ん
 



ふるさと発見 ズ イ り 
応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電 

話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記事③ 

つまらなかった記事〈④）ご意見・ご感想を 

言己入のうえ 

〒037-02 
金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締”切は 8 月 2 日当日消印有効。 

当選者の発表は 8 月号に掲載します。 

6月号の答 田植え 

当選者は次の 2 名です。 

金 木 米 塚 まり子 さん 

金 木 原 田 高 志 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難う 

ございます。今回当選しなかった方もこ 

れにめげずどしどしご応募ください。 

あ
な
た

の
善

意
 

あ
h
リ
 

人
が
自
分
の
老
い
を
感
じ
る
の

は
、
ど
の
よ
う
な
時
で
し
ょ
う
か
。
 

体
力
が
落
ち
て
き
た
と
感
じ
る
時

は
勿
論
で
す
が
、
よ
く
物
忘
れ
を

し
て
、
 「
そ
ろ
そ
ろ
、
ポ
ケ
た
か

な
？
」
 
と思
う
時
や
、
人
か
ら
、
 

「話
が
随
分
、
く
ど
く
な
っ
た
ね
」
 

な
ど
ン
二
言
わ
れた
時
も
そ
の
ひ
と

つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

も
年
を
と
っ
て
き
た
の
か
と
思
わ

ざ
る
を
得
な
く
な
る
、
こ
の
ボ
ケ
、
 

即
ち
脳
の
老
化
は
、
医
学
用
語
で

は
、
痴
呆
（
ち
ほ
う
）
と
言
い
ま

す
。
大
き
く
分
け
て
、
脳
卒
中
な

ど
の
脳
血
管
障
害
に
よ
っ
て
起
こ

る
も
の
と
、
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
即
ち
脳
血

管
性
痴
呆
と
老
年
痴
呆
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
 

さ
て
、
脳
血
管
性
痴
呆
は
、
脳

出
血
や
脳
梗
塞
を
患
っ
た
後
に
出

現
し
て
く
る
も
の
で
す
。
よ
く
見

か
け
る
片
側
の
手
足
が
機
能
障
害
 
 に

陥
る
の
と
同
様
に
、
精
神
神
経

機
能
も
一
部
だ
け
が
障
害
さ
れ
て

き
ま
す
。
例
え
ば
、
物
忘
れ
だ
け

が
極
端
に
ひ
ど
い
と
か
、
計
算
だ

け
が
で
き
な
く
な
る
と
か
、
部
分

的
に
機
能
が
落
ち
て
き
ま
す
。
 

そ
れ
ゆ
え
、
斑
（
ま
だ
ら
）
痴
呆

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
痴

呆
は
、
脳
血
管
障
害
を
繰
り
返
す

度
に
、
段
階
的
に
悪
化
し
て
い
き

ま
す
。
 一
方
、
老
年
痴
呆
は
、
脳

の
老
化
、
変
性
に
よ
っ
て
出
現
し

て
く
る
も
の
で
す
。
亡
く
な
っ
た

方
の
脳
を
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
 

脳
神
経
細
胞
に
変
性
し
た
蛋
白
が

沈
着
し
て
、
細
胞
が
壊
れ
て
い
る

像
が
見
ら
れ
、
脳
機
能
が
全
体
的

に
低
下
し
て
き
ま
す
。
原
因
は
現

在
も
追
及
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
こ
の
痴
呆
は
、
ど

の
よ
う
に
治
療
さ
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
原
因
不
明
な
老
年
痴
呆

に
は
、
決
め
手
と
な
る
方
法
は
あ
 
 り

ま
せ
ん
が
、
 一
般
的
に
、
脳
細

胞
の
活
動
を
高
め
る
脳
代
謝
賦
活

剤
が
主
に
使
わ
れ
ま
す
。
脳
血
管

性
痴
呆
の
場
合
は
、
脳
代
謝
賦
活

剤
の
他
に
、
脳
血
液
循
環
を
よ
く

す
る
薬
や
脳
卒
中
の
再
発
を
予
防

す
る
薬
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
薬
の
他
に
大
切
な
こ

と
は
、
痴
呆
の
方
々
を
注
意
深
く

介
護
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
決
し

て
介
護
す
る
側
の
ペ
ー
ス
で
看
て

い
く
の
で
は
な
く
、
介
護
さ
れ
る

人
々
の
ペ
ー
ス
を
乱
さ
な
い
よ
う

に
看
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
こ
と

で
す
。
痴
呆
の
事
を
よ
く
理
解
す

る
こ
と
で
す
。
 

老
い
と
い
う
も
の
は
、
皆
に
平

等
に
、
い
ず
れ
訪
れ
る
も
の
と
捉

え
て
、
気
持
ち
に
ゆ
と
り
を
持
っ

て
痴
呆
の
方
と
接
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
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部
を
社
会
福
祉
協
議
会

へ
「
社
会

福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
」
と
寄

附
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

⑨ 広報かなき川川11111111 

このクイズは金木町にちなんだ施設、 

名称、文化財などを再発見してもらおう

と問題にしたものです。 

Q・津軽鉄道では、 7 月 1日から 8 月31 
日まで車内にあるものを飾ることから 「 

00列車」 と言われています。〇の中に

入る言葉は何でしょう。 

ら抽選で 3 名様に素敵な

げます。どんどん応募し 
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△ 70人 
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田
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）
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島
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こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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／ー／一〇届けました 

	

二』、 	6 月 7 日のタ方B&Gで 
こ＝f‘ ル付雫で亜製の財布（誓 

	

ノ 	在中）の落しものがあリま 

( 
ごン、、声察署落しも二ぞ三ーーン  

＆ 	 ー ナー  を利用した 

く方は役場企画室まで’ C  

，約而  
K 伝言板 う一 

ゆ
う
 
と
 

泉
谷
 

裕

斗
（
正
樹
）
川
 
倉

小
林
 
の
ぞ
み
（
達
英
）
金
 
木
 

・ ー
 

加
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）
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治
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（
政
春

）
中
柏
木

杉
山
 

尭
之

（
昭夫
）
中
柏
木
 

の
 

お
しあ
わ
せ
に
 

企画室からお知らせ 

企画室では、町民の皆様からホットな話題

の提供をお待ちしています。 

どんなささいな事でもかまいません。面白

い事、珍しい事など有りましたら役場企画室

までご連絡下さい。 

if 5 3一 2111 内線 286 

6月末現在 

男 6,028人 

女 6,664人 

計 12,692人 

一世帯数 3,867 

、
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人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
 


